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新学校給食センター建設費に!!
　
会
議
室
は
、
誰
で
も
手

続
き
を
す
れ
ば
利
用
で
き
る

の
か
。

　
開
館
時
間
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
自
由
に
使
え
て
打
ち

合
わ
せ
も
で
き
、
無
料
。
常

備
す
る
コ
ピ
ー
機
、
印
刷
機
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
利
用
は
、

場
合
に
よ
っ
て
実
費
を
頂
く
。

　
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
の
違
い
と
休
館

日
は
。

　
現
在
は
福
祉
色
が
強
い

が
、
今
後
は
分
野
を
問
わ
ず

多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
支
援
し
て
い
く
。

　
休
館
日
は
、
日
曜
、
祝
日
、

月
曜
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す

る
事
業
の
概
要
は
。

　
既
設
の
水
銀
灯
の
う

ち
７
３
０
本
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

替
え
る
。
電
気
代
は
年
間

６
９
０
万
円
削
減
で
き
る
。

　
町
へ
国
か
ら
交
付
さ
れ

た
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

の
目
的
は
。

　
国
の
補
助
制
度
に
基
づ

く
事
業
に
伴
っ
て
発
生
す
る

町
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
。

　
本
町
で
は
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
も
交
付
額

の
算
定
根
拠
に
な
っ
た
。

　
三
丁
公
園
の
用
地
買
収

は
あ
と
何
件
残
っ
て
い
る
か
。

　
建
物
が
１
件
、
用
地
が

３
件
で
、
面
積
は
２
９
５
０

㎡
ほ
ど
で
あ
る
。

　
霊
き
ゅ
う
車
の
利
用
は

継
続
で
き
な
い
か
。

　
民
間
で
で
き
る
も
の
は

民
間
で
と
い
う
考
え
方
。

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
、
11
人
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　

議
案
は
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
24
件
、
請
願
１

件
、
発
議
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
た
。

総
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

霊
き
ゅ
う
自
動
車

利
用
条
例
の
廃
止

一
般
会
計
補
正
予
算

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
た
！

　
議
会
の
活
性
化
、
議
員
の
政
治
倫
理
向
上
を
め

ざ
し
、
全
議
員
18
名
参
加
の
も
と
、

①
議
員
定
数

②
政
治
倫
理
条
例

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
定
　
　
数
　
18
人
（
全
議
員
）

　
委

員

長
　
山
下
享
司

　
副
委
員
長
　
成
瀬
多
可
子

　
な
お
、
昨
年
12
月
17
日
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

目
的

構
成

件名 賛
成

反
対

議案

総合ボランティアセンター条例の制定 17 0

商業振興条例の制定 17 0

町税条例の一部改正 16 1

国民健康保険税条例の一部改正 16 1

後期高齢者医療に関する条例及び知多都市計画東
浦下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正

17 0

霊きゅう自動車利用条例の廃止 16 1

一般会計補正予算（第３号） 17 0

町長の給料月額の特例に関する条例の制定 17 0

請願
介護保険要支援者への保険給付継続のため、国に
意見書提出を求める請願

1 16

決まりました！主な議案
12月定例会の

（賛否に議長は含まない）
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一般会計補正予算般会計補正予算般般会会計計補正予算補正予予予算

地域の元気臨時交付金を

　
道
路
の
整
備
等
に
対
す

る
東
浦
町
の
費
用
負
担
は
。

　
東
海
市
が
、
本
町
地
内

も
含
め
整
備
を
行
う
た
め
、

町
の
費
用
負
担
は
な
い
。

　
住
民
に
対
す
る
周
知
は

ど
う
す
る
か
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
、
体

育
館
等
の
各
施
設
に
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
広
報

ひ
が
し
う
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
。

　
近
隣
市
町
の
状
況
は
。

　
大
府
市
、
阿
久
比
町
は

改
正
を
行
う
。
東
海
市
、
美

浜
町
、
武
豊
町
は
消
費
税
が

10
％
に
引
き
上
げ
時
に
改
正

す
る
。

　
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等

臨
時
特
例
基
金
事
業
補
助
金

の
事
業
主
体
及
び
内
容
は
。

　
本
補
助
金
は
、
事
業
メ

ニ
ュ
ー
の
１
つ
の
「
地
域
支

え
あ
い
体
制
づ
く
り
事
業
」

に
対
す
る
補
助
で
あ
り
、
町

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

絆(

き

ず
な)

が
事
業
主
体
で
あ
る
。

　
主
な
事
業
内
容
と
し
て
、

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
て
行

く
指
針
と
な
る
講
演
会
及
び

勉
強
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
障
害
児
通
所
給
付
費
の

補
正
増
額
の
内
容
は
。

　
児
童
発
達
支
援
の
利
用

者
増
加
で
、
稼
働
率
見
込
み

が
85
％
か
ら
１
０
０
％
近
く

ま
で
伸
び
た
こ
と
と
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
増
加
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
費
補
正
増
の
財
源
内
訳
は
。

　
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
5
億
1
千
万
円
余
を
含
め
、

国
・
県
支
出
金
7
億
7
千
万

円
余
の
増
で
、
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
充
て
る
。

　
今
回
水
道
部
が
消
滅
し

建
設
部
上
下
水
道
課
と
な
る

が
、
建
設
部
の
職
員
の
負
担

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
課
内
の
調
整
が
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
事
務
処
理

が
効
率
的
に
進
む
と
考
え
る
。

　
有
価
証
券
売
却
収
入
が

２
６
０
万
円
と
あ
る
が
、
な

ぜ
こ
の
時
期
の
補
正
か
。

　
昨
年
度
ま
で
債
権
は

５
年
以
下
の
も
の
で
持
ち
き

り
で
運
用
し
て
い
た
が
、
本

年
度
か
ら
長
期
債
券
で
の
運

用
を
行
う
こ
と
と
し
た
た
め
、

今
回
50
日
程
度
の
保
有
で
中

途
売
却
し
利
益
が
出
た
。

　
ど
の
よ
う
な
総
合
的
施

策
を
行
っ
て
い
く
か
。

　
商
業
者
の
経
営
基
盤
と

商
工
会
の
組
織
基
盤
の
強
化
、

人
材
育
成
な
ど
を
行
う
。

　
条
例
の
具
体
策
・
事
業

は
あ
る
か
。

　
商
業
者
と
商
工
会
の
活

動
に
対
し
、
国
・
県
の
情
報

を
提
供
し
支
援
す
る
。
移
動

販
売
車
に
よ
る
買
い
物
弱
者

の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
む
。

　
農
業
共
済
事
業
は
、
行

政
で
な
く
農
協
が
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　
法
律
に
基
づ
い
た
組
織

で
あ
り
、
災
害
対
応
を
考
え

る
と
農
業
共
済
組
合
が
行
う
。

経
済
建
設
委
員
会

東
浦
町

　
　

商
業
振
興
条
例

区
域
を
越
え
る

　
　
　
　

路
線
認
定

県
補
助
で

　
　

支
え
合
い
事
業

社
会
福
祉

　
　

医
療
費
の
増
額

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

機
構
改
革

一
般
会
計
補
正
予
算

消
費
増
税
に
よ
る

　

施
設
利
用
料
改
定

農
業
共
済

　
　
　

事
務
組
合

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会
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